










うえ の かず ひき
氏名・(本籍) 上 野 和 幕
学位の種類 医 字 博 士
学位記番号 用 591 9 ?Eヨゴ
学位授与の日付 昭和 58 年 3 月 3 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 ラットの実験食道癌に対する電顕学的研究
論文審査委員 教(主査授) 神前 五郎
























部又は全体より癌が生じるもの (II 型)の 2 種類に分ける事ができた。
異型上皮の電顕的検討では， 1 型異型細胞は有線細胞に， II 型異型細胞は基底細胞に類似の形態を
示した。核対細胞比は I 型異型細胞で42.07%，正常有線細胞で29.98%であり， II 型異型細胞では
49.65 %で正常基底細胞43.90%より高い値を示した。デスモゾーム数は， 1 型異型細胞で20.3士 3.1
個， II 型異型細胞では6 .4士1. 1で正常有腕細胞41.7:1 3.2個，基底細胞14.6土1. 8個と比らべ著明に減
少していた。異型細胞では核小体は共に増大し， 1 型では網状構造が著明であるのに対し， II 型では
頼粒成分が多かった。 II 型異型上皮に核の辺縁不整を強く認めた。

















実験食道癌の観察を行い，異型上皮 ;fJ よび癌の各型に対して以下の知見を得た。癌化の過程に 2 つ
の型を i沼めた。癌化と関連する微細構造の変化として，染色質問頼粒，染色TI周 [jH頼粒の増加， トノ
フィブリルの分布異常，ゼスモゾームの減少，及び角化異常などを認めた。核の形態不整，核対細胞
比の増加は，癌に特徴的でなく，巽型上皮に於ても強く認められた。







N-methy lbenzy lamine と NaN02 の経口投与による rat実験食道癌を作成し，癌化の過程の詳細を，
光顕的，電顕的に明らかにした。さらにヒト食道癌先進部の電顕観察を実験癌と対比して行ない，先
進部の形態的特徴及び伸展様式を明らかにした。これらの結果は， rat実験癌がヒト食道癌のモデル
として有用であると考えられ，今後のヒト食道癌の研究に役立つと考えられる。
